
　
　

完
全
民
営
化
に
つ
い
て
、
保

護
者
へ
十
分
な
説
明
と
理
解
は
得

ら
れ
た
の
か
。

　
　

Ｈ
29
・
10
～
11
月
に
意
向
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
賛
成
ま
た
は
ど

ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う
意
見
が
９

割
で
あ
っ
た
。
Ｈ
30
・
６
に
市
民

向
け
の
説
明
会
で
、
反
対
と
い
う

意
見
は
な
か
っ
た
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
の
特
色

は
。

　
　

増
島
保
育
園
は
、
和
太
鼓
を

利
用
し
た
活
動
が
盛
ん
。
さ
く
ら

保
育
園
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
の
交
流
や
ダ
ン
ス
が
盛
ん
で

あ
る
。

　
　

民
営
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

期
待
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
。

　
　

各
園
で
特
色
の
あ
る
保
育
や

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
対
応

で
き
る
。

　
　

公
立
に
こ
だ
わ
ら
ず
民
営
化

す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

未
満
児
保
育
が
急
増
し
た
時

に
公
立
で
吸
収
し
た
事
例
が
あ

り
、
今
後
も
対
応
で
き
る
よ
う
残

し
て
い
き
た
い
。

　
　

民
営
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

期
待
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
。

　
　

自
主
事
業
で
就
労
移
行
支
援

事
業
を
10
月
か
ら
開
始
し
て
い

る
。
受
け
入
れ
の
人
数
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
。

　
　

７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
よ
う

だ
が
、
今
後
災
害
が
起
こ
り
う
る

場
所
は
も
う
な
い
か
。

　
　

の
り
面
に
湧
水
が
多
く
確
実

に
な
い
と
は
言
え
な
い
。

現
時
点
で
公
園
園
路
の
機
能
部
分

を
直
せ
ば
良
い
と
判
断
し
て
い
る
。

12
月
補
正
予
算
審
議

　
　

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
と
は
。

　
　

防
災
や
減
災
に
充
当
で
き
る

起
債
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
防
災

対
策
の
電
源
の
整
備
、
消
防
団
の

車
両
の
更
新
な
ど
。

　
　

人
材
不
足
の
中
で
、
市
の
採

用
見
込
み
や
転
職
の
状
況
は
。

　
　

次
年
度
は
辞
退
が
な
く
大
卒

で
５
名
採
用
予
定
。

　
　

公
務
災
害
の
発
生
内
容
は
。

　
　

７
月
の
建
物
火
災
時
、
消
火

活
動
中
に
転
倒
さ
れ
、
足
の
中
指

を
剥
離
骨
折
さ
れ
た
も
の
。
現
在

リ
ハ
ビ
リ
中
で
あ
る
。

　
　

ひ
だ
宇
宙
科
学
館
カ
ミ
オ
カ

ラ
ボ
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
の

有
無
に
つ
い
て
。

　
　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
な
い

が
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
用
の
内
覧
会

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
に
お
け
る
事

業
者
の
公
募
の
予
定
に
つ
い
て
。

　
　

市
が
行
う
公
募
は
、
営
業
等

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
事
業
者

を
公
募
す
る
。
一
般
の
方
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
者
と
契
約
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
さ
く
ら
」
の
パ

ネ
ル
展
の
開
催　

３
月
中
旬
か
ら

５
ヶ
月
だ
が
、入
込
客
数
の
予
定
は
。

　
　

目
標
数
値
は
設
定
し
て
い
な

い
。

　
　

撮
影
当
時
の
関
係
者
を
呼
ぶ

イ
ベ
ン
ト
は
あ
る
の
か
。

　
　

脚
本
家
の
田
渕
久
美
子
さ
ん

が
「
さ
く
ら
」
に
強
い
思
い
入
れ

が
あ
る
。
２
月
開
催
予
定
の
合
併

15
周
年
式
典
の
際
に
講
演
を
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
納
税
時
、
サ
イ

ト
運
営
事
業
者
に
い
く
ら
支
払
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

変
更
の
理
由
に
つ
い
て

　
　

当
初
予
定
の
経
費
か
ら
工
事

請
負
に
よ
る
変
更
に
よ
り
減
額
と

な
る
も
の
。

　
　

こ
れ
で
最
終
決
定
か
。

　
　

建
設
利
息
の
変
更
を
３
月
議

会
に
上
程
す
る
予
定
。

　
　

香
愛
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
直

営
化
す
る
理
由
は
。

　
　

指
定
管
理
施
設
と
し
て
継
続

し
て
い
た
が
採
算
が
難
し
い
た
め
。

　
　

今
後
、
施
設
管
理
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
　

市
の
直
営
と
す
る
。
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総
務
・
産
業
の
各
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
の
審
議
内
容
の
一
部
を
Ｑ
＆
Ａ
に
て
掲
載
し
ま
す
。

委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

◆ 

議
案
第
128
号

飛
騨
市
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

�

増
島
保
育
園
及
び
さ
く
ら
保
育

園
を
民
営
化
す
る
た
め
廃
止
す

る
も
の
。

◆ 

議
案
第
131
号

飛
騨
市
障
害
者
自
立
支
援

施
設
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

�

飛
騨
市
障
害
者
自
立
支
援
施

設
憩
い
の
家
を
民
営
化
す
る

た
め
廃
止
す
る
も
の
。

◆ 

議
案
第
137
、
138
号

財
産
の
取
得
の
変
更
に
つ

い
て
財
産
の
処
分
の
変
更

に
つ
い
て
（
繁
殖
牛
舎
）

　

�

６
月
議
会
議
決
に
つ
い
て
、

精
算
見
込
額
の
変
更
に
よ
る

金
額
の
変
更
を
行
う
も
の
。

◆ 

議
案
第
141
号

飛
騨
市
地
域
産
業
振
興
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
�

香
愛
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
直

営
に
す
る
た
め
入
場
料
、
使

用
料
を
無
料
と
し
、
神
岡
町

農
産
物
直
売
施
設
を
産
業
振

興
施
設
に
加
え
る
も
の
。

◆ 

議
案
第
151
号

飛
騨
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

�

気
多
公
園
に
お
い
て
民
有
地
の

寄
附
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
面

積
の
変
更
増
を
行
う
も
の
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

総　

務　

部

消
防
本
部

企

画

部

予
算
特
別
委
員
会



入
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

給
水
量
の
減
少
、
水
道
管
な

ど
施
設
の
老
朽
化
対
応
に
よ
る
水

道
料
金
は
。

　
　

料
金
の
値
上
げ
は
避
け
ら
れ

な
い
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　

農
業
用
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
の
災

害
に
つ
い
て
施
設
被
害
状
況
は
。

　
　

市
内
に
１
８
７
５
棟
あ
る
ハ

ウ
ス
の
う
ち
、
古
川
町
１
９
４
棟
、

神
岡
町
88
棟
、
河
合
・
宮
川
町
32

棟
合
計
３
２
４
棟
で
被
害
。
ハ
ウ

ス
被
害
金
額
１
６
１
１
万
円
で
あ

る
。

　
　

ハ
ウ
ス
の
中
の
農
作
物
の
被

害
額
は
。

　
　

把
握
し
て
い
な
い
。

　
　

屋
台
蔵
巡
り
10
カ
所
の
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、
何
か
特
典
を

与
え
な
い
の
か
。

　
　

今
後
検
討
す
る
。

　
　

糸
引
き
工
女
顕
彰
事
業
の
外

部
委
託
方
式
か
ら
直
接
雇
用
方
式

に
し
た
理
由
は
。

　
　

史
実
の
掘
り
起
こ
し
に
、
資

料
が
少
な
く
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
。

る
。
②
人
員
配
置
計
画
で
は
20
名

の
体
制
、う
ち
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の

弁
当
部
門
は
兼
務
を
入
れ
て
14
名

と
半
分
以
上
を
占
め
る
。
本
来
施

設
の
運
用
目
的
で
あ
る
観
光
客
向

け
の
食
事
の
提
供
と
お
土
産
品
の

販
売
体
制
で
営
業
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
８
時
間

で
は
な
く
午
前
５
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
の
13
時
間
の
人
員
体
制
で

比
較
す
る
の
は
公
平
性
に
欠
け
る
。

③
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、施
設
長
は

１
週
80
時
間
、
１
日
当
た
り
11
時

間
30
分
、
店
長
は
週
60
時
間
、
１
日

当
た
り
８
時
間
30
分
と
長
時
間
労

働
で
あ
る
。
④
収
支
計
画
に
つ
い

て
、収
入
５
６
０
０
万
円
の
う
ち
自

主
事
業
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
弁

当
部
門
が
約
１
８
０
０
万
円
。
自

主
事
業
を
除
く
事
業
内
容
で
検
討

を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ

る
。
⑤
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
別

の
施
設
で
は
選
定
委
員
を
入
れ
替

え
再
度
や
り
直
し
た
と
の
こ
と
で

す
が
、同
様
に
や
り
直
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。

�

前　

川　

文　

博　

味
処
古
川
協
会
、
飛
騨
の
味
お

も
て
な
し
研
究
協
会
、
有
限
会
社

さ
わ
の
３
事
業
者
が
応
募
さ
れ
、

選
考
委
員
は
、
委
員
長
は
副
市

長
、
副
委
員
長
は
理
事
兼
企
画
部

長
、
委
員
に
飛
騨
・
世
界
生
活
文

化
セ
ン
タ
ー
統
括
、
飛
騨
県
事
務

所
副
所
長
、
合
掌
造
り
民
家
園
業

務
推
進
担
当
、
濃
飛
乗
合
自
動
車 

（
株
）企
画
販
売
課
長
、
奥
飛
観
光

開
発（
株
）代
表
取
締
役
で
あ
り
、

審
査
に
あ
た
っ
た
方
は
申
請
者
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
を
受
け
、
内
容
等
に

つ
い
て
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

私
見
に
た
ち
採
点
を
し
た
も
の
で

意
図
的
な
審
査
を
さ
れ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
選
定
員
の
得
点
を

み
る
と
、３
申
請
団
体
で
、最
高
点

を
数
え
た
員
数
を
数
え
る
と
、
味

処
古
川
協
会
が
４
人
、
Ｂ
の
事
業

者
は
１
人
、
ｃ
の
事
業
者
は
２
人

と
半
数
以
上
の
選
定
員
が
最
高
点

を
つ
け
て
い
る
。
審
査
項
目
ご
と

に
３
事
業
者
の
平
均
点
を
比
べ
て

も
、施
設
の
平
等
利
用
、施
設
の
効

用
発
揮
、
管
理
能
力
を
有
す
る
こ

と
、管
理
経
費
の
削
減
、地
域
産
業

活
性
化
拠
点
機
能
の
５
項
目
全
て

で
、
味
処
古
川
協
会
が
他
の
２
事

業
者
を
上
回
っ
て
お
り
、
選
定
委

員
会
の
審
査
は
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
指

定
管
理
の
指
定
に
つ
い
て
、
飛
騨

市
古
川
味
処
施
設
に
賛
成
す
る
。
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市
は
６
社
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
使
用
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
が
大
部
分
で
あ
る
。
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
事
業
者
に
は
10
～
12

パ
ー
セ
ン
ト
を
支
払
う
。

　
　

複
合
児
童
福
祉
施
設
の
整
備

の
財
源
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
８
６
０
０
万
円
の
負
担
金
が
あ

る
が
、社
協
は
ど
う
い
っ
た
財
源
か
。

　
　

社
協
が
も
と
も
と
合
併
前
か

ら
積
み
立
て
し
て
い
た
も
の
。
事

務
所
建
設
を
予
定
し
て
い
た
も
の

を
充
当
す
る
。

　
　

入
園
入
学
準
備
金
購
入
支
援

金
の
利
用
率
は
。

　
　

利
用
者
は
保
育
園
78
％
、
小

学
校
80
％
、
中
学
校
95
％
、
高
校

87
％
で
あ
る
。

　
　

児
童
保
育
費
に
お
け
る
他
市

町
村
保
育
負
担
金
の
内
容
は
。

　
　

他
市
に
預
け
る
理
由
は
、
保

護
者
が
高
山
市
に
就
労
し
て
い
る

た
め
。
預
け
ら
れ
る
児
童
は
未
満

児
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
　

水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
運
営

が
民
営
化
も
可
能
に
な
っ
た
が
、

市
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
　

飛
騨
市
の
場
合
、
民
間
事
業

者
が
参
入
し
て
経
営
が
成
り
立
ち

に
く
い
た
め
、
民
間
事
業
者
の
参

�

野　

村　

勝　

憲　

私
は
、
議
案
第
１
５
０
号
飛
騨

市
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

反
対
の
立
場
で
討
論
す
る
。

①
味
処
古
川
を
協
会
名
に
使
用

し
、
地
元
食
材
が
15
％
で
全
国
に

あ
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
や
ど
か
り

弁
当
を
飛
騨
の
お
弁
当「
味
処
古

川
」名
で
販
売
。
味
処
古
川
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
市
の
了
解
を
得
な
い
で

使
用
し
た
ら
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
ま
た
岡
田
屋
さ
ん
の
五
平
餅

と
同
じ
仕
入
れ
先
か
ら
全
く
同
じ

五
平
餅
の
生
地
を
仕
入
れ
て
販
売
。

そ
の
影
響
で
岡
田
屋
さ
ん
は
五
平

餅
の
売
り
上
げ
は
減
っ
て
き
て
い

る
と
耳
に
し
て
い
た
。
こ
れ
こ
そ

民
業
圧
迫
で
、
古
川
町
の
仕
出
し

弁
当
屋
を
は
じ
め
多
く
の
個
人
経

営
の
お
店
で
は
苦
労
さ
れ
て
い
る

の
に
、
市
は
施
設
管
理
者
に
民
間

の
発
想
で
自
主
事
業
を
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
答
弁
で

多
く
の
市
民
は
愕
然
と
し
て
い

討
　
論

議
案
第
150
号

	
�

飛
騨
市
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

	

（
飛
騨
市
古
川
味
処
施
設
）

反
対
討
論

賛
成
討
論
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市
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部
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部


